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している。その結果、易溶出性といわれる Cl -、 Na +および K +の間にも溶出
性に差異があり、アニオンに比べてカチオンの溶出が遅い結果となった。こ
れは、埋立廃棄物によるカチオン交換作用が原因と考えられ、第５章の結果




する兆候と考えている。 IC と Mg 2 +は、難溶性炭酸塩の形成と、有機物分解
由来生成物の層内濃度増加による再溶解反応が埋立層からの溶出に大きく影
響している。半金属である B、 As および Sb は、ルイス酸または解離しにく
い遊離体の形態で存在し、層内雰囲気の影響を受けにくく、連続的な溶出挙
動を示した。一方、重金属である Mn、 Fe および Ni は、硫化物形成による




について考察している。Cl -に比べて Na +が埋立層内に長期間残存することや、
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